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１．はじめに
本学の交換留学プログラムを利用して２０１２年４月２３日から５月１８日まで，韓国・忠南大学の臨床実習に参
加しました。選択臨床実習（アドバンス）の外病院での実習に相当する期間を海外での実習にあてた形で
す。
２．事前準備
まず，ほかの学生と相談し，海外実習の期間を前半の一か月間とし，廣川先生から忠南大学に伝えていた
だきました。さらに，４月までには CV（履歴書）のフォーマットをいただき，書いて提出しました。そのあ
と，先方の Ms. Yook と連絡を取り合い，実習科目の希望を伝え，交通のことや寮の様子などを確認しまし
た。４月３日には航空券を購入（往復で４９２８０円）しました。海外旅行保険の加入は留学の補助を受けると
きの必須事項です。
３．富山から忠南大学まで
４月２２日，富山空港から仁川（インチョン）国際空港に直通で飛びました。仁川空港から忠南大学のある
大田（テジョン）まではバスで２～３時間ほどです。ターミナルを出てすぐバスチケットを購入できる窓口
がありますので，ここで大田行きの切符を注文します（日本語が通じました）。
バスの乗り場を確認して，スーツケースをトランクに収納してもらいます。大田だけでもいくつか停車場
があるので，間違えないように注意します。僕たちが降りた場所は the governmental complex of Daejeon
で，ここが大学から最も近い停留所のようです。
停留所には，韓国の友人たちが待っていてくれました。事前に連絡をとっていた，韓国の学生です。彼ら
は前回の交換留学で富山に滞在していた学生たちで，この後もいろいろ便宜を図ってくれることになりま
す。彼らと夕ご飯の参鶏湯（サムゲタン）を食べて，スタミナを補給。車で大学病院まで送ってもらいまし
た。大学病院の中を一通り案内してもらって，生活の中心となる病
院の寮まで連れて行ってもらいます。
写真の寮は病院から徒歩２分の場所にあり，指紋認証でセキュリ
ティも充実（翌日，病院の手前にある事務所で僕たちの指紋登録を
してもらいました）。洗面所，トイレ，洗濯機，シャワーは階毎に
共用です。ちょっとした洋服かけと机が備え付けてあり，ベッドも
きれいに準備されています。さあ，翌日からは病院実習が始まりま
す。ベッドの布団は薄かったですが，十分暖かい気候にちょうどよ
い寝床でした。
４．生活
大田での生活についてご紹介します。生活の中心は大学病院の寮で，ここは２４時間出入り可能です。指紋
認証でセキュリティも充実。翌日，オフィスにて指紋登録をすることになります。ふつう２人１部屋なので
すが，今回，留学生の男子は僕一人ということで，２人用の部屋を１人で使わせていただきました。
寮の裏は山になっており，最初の数日は蚊に悩まされました。
生活用品は近くのコンビニや１０分ほど歩いたところにあるホームセンターで買い揃えます。洗面道具や日
焼け止め，蚊取り用のベープマットやシャワールーム用のサンダルなど現地についてから必要になったアイ
テムもいくつかありました。親切な韓国の学生たちが買い物に付き合ってくれて，探してくれたり，お菓子
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をおごってくれたりしたので（そして最後に彼らは自分のポイントカードにしっかりポイントをいれてもら
うのです）いろいろと助かりました。
５．実習（リウマチ科）
最初の２週間はリウマチ科をまわりました。内容は朝の内
科カンファレンスに出席，そのあと学生と合流し病棟回診に
ついてまわり，午後にレクチャーを聞くといった感じ。比較
的ルーズな日程だったので，余裕をもって過ごすことのでき
る期間でした。写真は同じチームの学生たち（両隣）と。忠
南大学はアメリカのメディカルスールのような制度で，４年制
大学を出た学生が学んでいます。結婚を控えたずっと年上の
学生や飛び級してきた若い学生，兵役を終えた学生など，文
化の違った医学生と交流できました。
教授の外来見学では，関節液の所見や，韓国の伝統的な補
完医療である鍼灸の X 線写真（金の針を関節に数本埋め込
んである！）をみたりして，お国柄も現れる内容に驚いたものです。また，関節の診察について韓国の学生
の体を借りて学んだりしました。韓国では解剖学用語などは英語を用いており，しばらく使っていない単語
や，知らない単語（烏口突起 coracoid process や付着部炎 enthesitis などなど）がいくつか必要で，英語の
勉強もした２週間でした。
６．実習（救急）
後半の２週間は救急を見学しました。朝のカンファレンス，チーム回診に参加した後は，救急外来に控え
ており，指示があれば EKG をとったり，胃管挿入や直腸診などの手技をこなしていくという内容です。毎
日２時間ほどのレクチャー（BLS や中毒，外傷など）があり，午後６時までのデューティーを終え，夜の
学生たちに引き継いで帰っていくという流れでした。韓国の学生たちはこの朝８時から午後６時までの組と
午後６時から翌朝８時までの組の両方をそれぞれ１週間経験します。僕は１日だけ夜の組を体験しました。
この大学の救急に来る患者さんは１日１３０人以上。１日を通してとても忙しく，夜には重症例がきたりする
上に学生たちの疲労も増していき，独特の雰囲気がありました。
救急外来での手技を行う際には患者さんとのコミュニケーション（もちろんハングル）になるので，１人
ではできません。「私は日本から来た交換留学生です」というハングルを教えてもらって，患者さんに話し
かけられ，何をおっしゃっているのかわからない時
にはこのとっさの一言で乗り切りました。学生たち
や先生について見学や補助に回ることが多かったで
すが，救急の先生方が快諾をえて，すきを見つけて
は聴診や触診などフィジカルをとるよう努めていま
した。時々，先生方が，呼吸音の異常は何か言って
みろとか，毒蛇にかまれた患者さんの指などをみせ
てくださり，いろいろと勉強させていただきまし
た。また，学生間のじゃんけんに負けて，熱中症に
ついてプレゼンテーションをしたこともいい思い出
です。写真はプレゼンを記念して教授（右）と撮っ
たものです。
７．まとめ
今回の実習を通じて，日本で学んだことを再確認すると同時に，より欧米に近い韓国の医療を見学して新
しい知見を得ることができました。韓国の文化に触れ，１か月という長い期間，異国で過ごすことで，日本
で，ひいては将来，世界でどんな医療者をめざすかを考えるいい機会になったと思います。
また生活面でも，地元の剣道の稽古に参加したり，同級生の結婚式に参加したり，観光地をまわったり，
富山大医学会誌 ２３巻１号 ２０１２年70
とても充実していました。今回，留学にかかわって下った皆様に感謝してこの報告を終わりたいと思いま
す。
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